
平成15年より区政の課題を区民と考えていくため、区長が区内の
各地域で直接区民の声を聴く「まちかどトーク」を実施している。
平成25年度は10月から12月にかけて６回にわたり、“長生きする
なら北区が一番”をテーマに開催し、延べ273人が参加した

第14回
北 区

長生きするなら北区が一番
〜高齢者が住み慣れた地域でいつまでも暮らしていけるように〜

北区では高齢化率が25.1パーセントに達し（平成26年1月１日現在）、23区の中で最も高い水準となっています。
区ではこうした超高齢社会に積極的に対応するため“長生きするなら北区が一番”を施政の優先課題に掲げ、

全ての高齢者を対象とした「全高齢者実態把握調査」を実施し政策に生かすなど、
高齢者が住み慣れた地域で心身ともに健康で生き生きと暮らしていけるよう、

また、介護が必要になっても可能な限り在宅生活を送れるよう取り組んでいます。

　

北
区
は
高
齢
化
率
が
23
区
で
最
も
高
く
、

ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
高
齢
化
が
進
む
と

見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
中
で
、
高
齢

者
が
心
身
と
も
に
健
康
で
生
き
が
い
を
持
つ

と
と
も
に
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、

超
高
齢
社
会
に
的
確
に
対
応
し
た
仕
組
み
を

作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
区
で
は
、
高
齢
者
の
生
活
や
健
康
、

地
域
活
動
の
実
態
を
調
査
し
今
後
の
施
策
に

結
び
つ
け
る
た
め
、
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の

状
況
を
確
認
し
、
支
援
が
必
要
な
方
を
把
握

す
る
た
め
、
平
成
23
年
８
月
に
区
内
全
て
の

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
「
全
高
齢
者

実
態
把
握
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

調
査
は
約
７
万
８
０
０
０
人
を
対
象
に
行
わ

れ
、
そ
の
う
ち
77
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
結
果
を
受
け
て
区
で
は
、
高
齢

者
施
策
の
専
門
家
や
医
師
会
の
代
表
を
委
員

と
し
た
「
長
生
き
す
る
な
ら
北
区
が
一
番
」

専
門
研
究
会
に
お
い
て
、
高
齢
者
に
対
す
る

地
域
の
見
守
り
の
充
実
や
、
高
齢
者
あ
ん
し

ん
セ
ン
タ
ー
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

区
最
大
の
課
題

“
超
高
齢
社
会
”へ
の
取
組
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に
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
や
認
知
症

の
方
の
外
出
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
い

つ
で
も
安
心
し
て
交
流
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い

交
流
サ
ロ
ン
」
の
開
催
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
は
全
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン

タ
ー
の
圏
域
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
「
全
高
齢
者
実

態
把
握
調
査
」
の
結
果
に
よ
り
、
今
後
も
現

在
と
同
じ
と
こ
ろ
に
住
み
続
け
た
い
と
望
ん

で
い
る
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
も
多
く
、
見
守
り
が
必
要
と
思
わ

れ
る
高
齢
者
が
多
数
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
見
守
り

の
優
先
度
が
高
い
高
齢
者

や
調
査
へ
の
未
回
答
者
に

対
し
て
は
、「
全
高
齢
者
実

態
把
握
調
査
」
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、

高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
訪
問
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
24
年
度
は

２
３
７
２
人
訪
問
し
、
そ

の
う
ち
４
３
２
人
が
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
や
民
生
委

員
の
定
期
訪
問
、
高
齢
者

あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
の
相

談
や
ふ
れ
あ
い
交
流
サ
ロ

健
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
高
齢
者
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
齢
者
を
見
守
り
、
地
域
で
支
え
あ
う

　
区
で
は
、
区
内
に
現
在
14
か
所
あ
る
「
高

齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
高
齢

者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年

度
に
は
15
か
所
目
と
な
る
王
子
西
地
区
（
旧

富
士
見
中
学
校
跡
地
）
の
開
設
を
進
め
ま
す

が
、
こ
う
し
た
増
設
及
び
外
部
委
託
に
よ
り
、

土
曜
日
・
祝
日
の
開
所
や
利
用
時
間
の
延
長

等
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

の
機
能
強
化
、
介
護
と
医
療
の
連
携
に
よ
る

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
、
認
知
症
高
齢
者
総

合
支
援
事
業
、
高
齢
者
の
住
ま
い
等
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
議
論
し
、
報
告
書
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
報
告
書
と
「
全
高
齢
者
実
態
把
握

調
査
」
の
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
25
年
３
月
、

区
は
、
①
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
推
進

②
社
会
参
加
の
促
進
③
高
齢
者
の
見
守
り
・

地
域
支
え
あ
い
の
推
進
④
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
⑤
安
全
・
安
心
な
生
活
の
確

保
の
５
つ
を
基
本
目
標
と
し
た
「
高
齢
者
保

す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
人
口
が
多
い
地
区
の
相

談
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
、
大
規
模
集
合

住
宅
へ
の
出
張
窓
口
の
設
置
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
25
年
６
月
に
王
子
五
丁
目
団
地
、
７
月

に
豊
島
五
丁
目
団
地
に
開
設
し
ま
し
た
。
各

セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
地
域
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
数
は
、
大
規
模
集
合
住
宅
の
有
無
等

に
よ
り
４
０
０
０
人
か
ら
８
０
０
０
人
と
大

き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
出
張
窓
口
の
設
置
は

そ
の
解
消
と
な
る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
区
で
は
、
各
セ
ン
タ
ー
の
圏
域
ご
と

区内には、直営型１
か 所、 委 託 型13か
所、 計14か 所 の 高
齢者あんしんセンタ
ーがあり、地域の高
齢者の心身の健康や
生活を支えている

高齢者あんしんセンタ
ーで開催する「ふれあ
い交流サロン」では、
体操、折り紙、小物作
りなど高齢者が楽しく
過ごせるような場を設
けている

「全高齢者実態把握調査」は支援が必要な高齢者を把握し、今後の
取組に生かしていくために実施した。
　調査結果は、家族構成については、配偶者等と一緒が約54％と
最も多いが、ひとり暮らしの高齢者も24�1％に上っている。また、
困りごとを相談する相手は、「同居・別居の家族・親族」が75�6％
と最も多く、「近所の人（町会・自治会含む）」が20�2％と続くが、
「相談相手なし」の人も6�4％いた。
　介護保険の認定状況は、80�4％の人は要介護認定がなく健康で
元気に過ごしていると思われるが、なかには介護保険の制度につい
てよく知らないため、体調に不安があっても認定を受けないでいる
ということも考えられる。
　こうした調査結果を受け区では、「ひとり暮らし」又は「配偶者
のみと同居」と回答し、かつ介護認定を受けておらず、さらに「困
りごとを相談する相手がいない」と回答があった高齢者を特に見守
りが必要であるとして集計した。その結果、対象者は2372人とな
り、全体の3�9％であった。

「全高齢者実態把握調査」調査結果
平成23年度実施

家族構成 高齢者の24�1％がひとり暮らし

困りごとを
相談する相手 6�4％が相談相手なし

介護認定 要介護認定を受けていない人が
80�4％

介護が必要になった
場合の暮らし方 自宅で暮らしたい人が45�0％

大
田
区

北

区

港

区
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区
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区

世
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川
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新
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渋
谷
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特
別
区
競
馬
組
合
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介
護
と
医
療
の
連
携
で

安
心
な
暮
ら
し
を

　
区
は
、
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
し
た
場

合
で
も
引
き
続
き
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
介
護
と
医
療
の
連
携
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
に
は
、
医
師
会
と
の
連
携
に

よ
り
23
区
で
は
じ
め
て
「
高
齢
者
あ
ん
し
ん

セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
医
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

王
子
・
赤
羽
・
滝
野
川
の
圏
域
ご
と
に
非
常

勤
職
員
と
し
て
１
人
ず
つ
配
置
し
、
平
成
25

年
度
は
さ
ら
に
全
体
で
１
人
増
員
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー

ト
医
は
、
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
医
療
に
関
す
る
相
談
対
応
や
、
介
護
や
医

療
に
つ
な
が
ら
な
い
高
齢
者
及
び
認
知
症
等

の
高
齢
者
へ
の
訪
問
相
談
を
行
う
な
ど
、
高

齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
を
医
療
的
側
面
か

ら
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
か
か
り

つ
け
医
が
な
く
認
知
症
の
た
め
医
療
機
関
へ

の
受
診
を
拒
み
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
対
応
に

困
っ
て
い
る
方
や
、
あ
る
い
は
、
か
か
り
つ

け
医
が
い
て
も
セ
ン
タ
ー
職
員
と
し
て
整
理

が
必
要
な
場
合
等
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行

い
、
今
後
の
対
応
や
方
針
に
つ
い
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
定
期
的
に
行
わ
れ
る
高
齢
者
あ
ん

し
ん
セ
ン
タ
ー
・
圏
域
内
の
医
療
機
関
・
歯

科
医
療
機
関
・
薬
局
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
の
各
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
や

事
例
検
討
に
お
い
て
、
専
門
的
な
助
言
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
同
じ
く
平
成
24
年
度
に
開
始
さ

れ
た
、
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー

ト
医
や
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
病
院
医
療
連

携
担
当
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
事
業
者
の
各

代
表
、
学
識
経
験
者
、
区
関
係
課
で
構
成
さ

れ
る
「
在
宅
介
護
医
療
連
携
推
進
会
議
」
で

は
、
介
護
と
医
療
の
連
携
の
あ
り
方
や
多
職

種
連
携
の
仕
組
み
づ
く
り
等
を
検
討
課
題
と

し
て
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
同
会
議
に
検
討
部
会
を
設

置
し
、
各
関
係
機
関
と
調
整
を
行
い
適
切
な

在
宅
療
養
が
行
え
る
よ
う
支
援
す
る
在
宅
療

養
支
援
窓
口
の
開
設
や
在
宅
療
養
中
の
高
齢

者
に
入
院
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、
短
期

受
入
れ
病
院
を
確
保
し
て
支
援
す
る
協
力
支

援
病
床
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
療
養
状
況
・
生
活
歴
・
病
状
等
の

情
報
を
共
有
化
し
て
介
護
と
医
療
の
連
携
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
「
介
護
医
療
連
携
共
通
シ

ー
ト
」
の
導
入
に
つ
い
て
平
成
26
年
度
の
運

用
開
始
を
め
ざ
し
、
現
在
、
協
力
機
関
内
で

試
行
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
て
声
か
け
を
行
っ
た
り
、
地
域
住
民
や
協

力
機
関
（
警
察
署
、
消
防
署
）、
協
力
団
体

（
町
会
・
自
治
会
、
区
内
企
業
等
）
な
ど
９

８
０
団
体
（
平
成
25
年
11
月
22
日
現
在
）
と

連
携
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で
相
互
に
連
絡

を
取
り
合
う
な
ど
し
て
地
域
の
高
齢
者
の
問

題
や
異
変
の
早
期
発
見
を
め
ざ
し
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立
生
活

が
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
は
、
高
齢
者
が
日
常
生
活

の
中
で
感
じ
る
不
安
、
孤
独
感
を
解
消
す
る

の
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ま
で
、

見
守
り
に
よ
る
戸
別
訪
問
が
救
急
搬
送
に
結

び
付
い
た
り
、
消
費
者
被
害
を
未
然
に
防
い

だ
り
し
ま
し
た
。

ン
等
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
に
は
、
全
て
の
高
齢
者
あ
ん

し
ん
セ
ン
タ
ー
に
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
支

援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
な
ど
の
相

談
業
務
経
験
が
豊
富
な
職
員
を
「
見
守
り
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し
て
１
人
ず
つ
配
置

し
、「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

取
組
と
し
て
地
域
の
高
齢
者
の
見
守
り
体
制

の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
平

成
15
年
に
開
始
さ
れ
た
、
地
域
全
体
で
見
守

り
が
必
要
な
高
齢
者
を
緩
や
か
に
見
守
っ
て

い
く
事
業
で
す
。
声
か
け
サ
ー
ビ
ス
へ
の
申

込
み
が
あ
っ
た
65
歳
以
上
の
単
身
者
や
75
歳

以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
を
対
象
に
民
生

委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
月
２
回
程
度
訪
問

区では介護と医療の連携を進めており、23区ではじめ
て導入した「高齢者あんしんセンターサポート医」が医
療に関する相談対応や退院支援のアドバイス等、高齢者
あんしんセンターを医療的側面からサポートしている

介護が必要な高齢者が住み慣れた自宅で快適に暮らせるよう、
介護と医療の連携について検討を行う「在宅介護医療連携推
進会議」には、区民や介護事業関係者も傍聴に訪れる
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は
音
無
川
沿
い
の
桜
を
見
な
が
ら
の
「
桜
ウ

ォ
ー
ク
」、秋
は
荒
川
土
手
を
楽
し
む
「
北・

水
辺
ウ
ォ
ー
ク
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

家
族
で
参
加
す
る
方
や
、
こ
の
よ
う
な
健
康

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
が
年
中
行
事
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
区
民
の
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
血
液
さ
ら
さ
ら
・
脱
メ
タ
ボ
事
業

で
は
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
教
室
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
介
護
予
防
に
も
効
果
的
な
こ
の
体

操
教
室
は
、
平
成
24
年
度
は
17
会
場
で
計
７

３
６
回
開
催
さ
れ
、
延
べ
６
万
５
０
０
０
人

以
上
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加

の
促
進
に
関
す
る
事
業
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」
は
、
食
へ
の

元
気
高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

＂
長
生
き
す
る
な
ら
北
区
が
一
番
＂
を
実
現

す
る
た
め
に
、
区
で
は
現
在
元
気
な
高
齢
者

が
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
生
涯
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
健

康
づ
く
り
事
業
と
し
て
、「
33
万
人
健
康
づ

く
り
大
作
戦
事
業
」
と
「
血
液
さ
ら
さ
ら
・

脱
メ
タ
ボ
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

33
万
人
健
康
づ
く
り
大
作
戦
事
業
で
は
、

啓
発
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
毎
年
10
月
か
ら
11
月

末
ま
で
２
か
月
間
に
わ
た
り
、
区
内
各
地
で

「
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
の
健
康
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
と
し
て
、
春

関
心
を
高
め
、
高
齢
者
の
低
栄
養
を
予
防
す

る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
と
の
交
流
を
深
め
、

閉
じ
こ
も
り
を
防
い
だ
り
孤
独
感
の
解
消
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
２
週
間
に
１
回
、
定
期
的

に
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
す
。
区
内
の
42
か
所

の
会
場
で
区
と
区
民
と
の
協
働
に
よ
り
行
わ

れ
て
お
り
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
や
新
聞
等
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
注
目
さ
れ

て
い
る
取
組
で
す
。

　
参
加
し
た
高
齢
者
か
ら
は
、「
新
し
い
友
達

が
で
き
た
」「
明
日
は
食
事
会
だ
と
思
う
と
美

容
院
に
行
っ
た
り
す
る
。
人
の
集
ま
る
と
こ

ろ
に
行
く
こ
と
が
い
い
」「
ひ
と
り
で
の
食
事

は
味
気
な
い
の
で
一
緒
に
食
事
が
で
き
て
う

れ
し
い
」「
外
出
す
る
の
に
よ
い
機
会
と
な
っ

て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
区
で
は
現
在
、
今
年
度

中
に
配
布
予
定
の
「
北
区
い
き
い
き
ガ
イ

ド
」
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
高
齢
者
が
元
気
に
毎
日

の
生
活
を
送
る
た
め
の
活
動
に
関
す
る
情
報

を
１
冊
に
ま
と
め
て
紹
介
す
る
も
の
で
、
健

康
づ
く
り
や
生
き
が
い
活
動
な
ど
の
多
岐
に

わ
た
る
事
業
を
体
系
的
に
整
理
し
、
こ
う
し

た
各
種
講
座
に
参
加
し
た
方
の
体
験
レ
ポ
ー

ト
も
記
事
と
し
て
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
区
で
は
、
高
齢
者
が
健
康
で
充
実
し
た
毎

日
を
で
き
る
だ
け
長
く
送
れ
る
よ
う
、
要
支

援
・
要
介
護
状
態
や
認
知
症
を
予
防
す
る
介

護
予
防
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
講
演
会
や
講

座
等
を
通
し
て
普
及
啓
発
す
る
と
と
も
に
、

運
動
器
機
能
の
向
上
を
は
じ
め
と
し
た
58
の

介
護
予
防
教
室
（
二
次
予
防
事
業
︿
通
称
:

お
た
っ
し
ゃ
事
業
﹀）
を
実
施
し
、
平
成
24

年
度
は
延
べ
１
０
５
２
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
老
化
の
サ
イ
ン
が
見
ら
れ

る
高
齢
者
を
迅
速
か
つ
的
確
に
把
握
す
る
た

め
、
二
次
予
防
事
業
対
象
者
把
握
事
業
の
見

直
し
を
行
い
、
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
お
た
っ
し
ゃ
事
業
の
参
加
者
を

増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
介
護
予
防
事
業
評
価
委
員
会
を

設
置
し
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
の
効
果
的
な
事
業
実
施
、
運
営
の
あ
り

方
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
25
年
10
月
か
ら
は
、
人
間
総
合
科
学

大
学
、
味
の
素
㈱
、
区
民
、
区
が
協
働
し
て

「
高
齢
者
の
要
介
護
を
予
防
す
る
栄
養
改
善

手
段
の
開
発
に
関
す
る
研
究
」
に
着
手
し
ま

し
た
。
研
究
成
果
は
、
区
内
に
と
ど
ま
ら
ず

全
国
に
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
う
し

た
新
た
な
取
組
は
、
高
齢
化
率
１
位
の
北
区

の
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
に
な
り
、
関
係
者
か
ら
の

期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

「高齢者ふれあい食事会」は区と区民の協働によ
る事業で、協力員ボランティアとして区民の自主
グループや民生・児童委員、自治会、商店街、飲
食店等の皆さんが各会場を運営している

メニューはさまざまで、どれも栄養バランスが考えられている

認知症予防に効果的な有酸素運動（ウォーキング）の習慣化をめざした介
護予防教室（おたっしゃ事業）。参加者はウォーキングの場所やコースの
選び方、計画の立て方などを学び、仲間づくりの場ともなっている
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